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緒

前報に於て私達はFavour等1)~4)の記載し

た結核動物の白血球のOTによる特異的溶解現

象（以下L、L.と略）につき追試実験を行つ

第 1

Favour等1)~4)はL、L・が白血球に結核患

者(動物)血漿(血清）とツベルクリンを添加す

ることによって起ると報告し，私達は前報に於

て死菌流バラ感作モルモットの全血にOTを添

加してL.L・の惹起されることを実証した．此

処では健常モルモットの白血球を用いて之に抗

血清とOTを加えた場合L.L.の起ることを確

認した後，加える抗血清を前以ってi)稀釈，

ii)加温，又はiii)OT感作血球によって吸

収し之等の処置後の血清とOTによってL、

L.が惹起されるか否かについて検討を加えた．

実験方法ならびlこ実験結果

使用動物，使用ツベルクリン，白血球数算定法およ

び減少率の求め方，ならびにOT感作血球凝集反応

の術式は総て前報におけると同様である．

1)抗血清稀釈のL,L,に及ぼす影響

言

て之を確認した．今回はこの現象の機構追究の

目的で二三の実験を試みたので此処に報告す

る．

実験

各々健常モルモット全血0.2mlを入れた3本

の試験管に2，4，及び8倍稀釈抗血清0.2ml

を夫々加えた後更に10倍OTO,1ml宛を加え

て白血球の減少率を比較すると第1表に示す如

く，4倍稀釈血清で最も高く，2倍及び8倍稀

釈血清では共に之より僅かに低かった．

2）抗血清加温のL.L.に及ぼす影響

結果は第2表～第4表に示す如く,56｡C,30

分，及び56｡C,3時間加温血清を用いても殆ん

ど大差ないL､L.が認められ，又両加温血清の

間にはOT感作血球凝集価の差が認められなか

った.70｡C10分加温血清ではL、L・もOT

感作血球凝集反応も起らなかった．

3）抗血清吸収のL.L.に及ぼす影響

終末2倍稀釈抗血清によりOT感作血球凝

集反応を型の如く行った後，試験管を遠心し
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(1,500r・p．m.,2分）その上清によってOT感

作血球凝集反応を繰返えすことにより凝集素の

吸収を計り，一方各OT感作血球凝集反応毎の

上清0.2mlに健常海狽全血0.2mlと10倍OT

0.1mlを添加して白血球の減少率を観察した．

第2

本実験では健常動物及び感作動物の洗瀧腹腔

内彦出細胞（体液を除外）を用いて，之に血清

一健常動物血清或は感作動物血清一及びOTを

添加した場合，細胞の減少率がどうなるかにつ

いて検討を加えた．

実験方法ならびに実験結果

腹腔内樛出細胞採集法は,滅菌ブイヨン10mlをモル

モットの腹腔内に注入し,48時間後100～150mlの滅菌

生理的食塩水(pH7.0)を更に注入して10分後に軸注射

針で以って腹腔穿刺を行う．この際溶出細胞の凝固を

防ぐ為に100倍へパリン液を採集液の軸0～乾0容量加

える｡次いで得られた穿刺液を1,000～1,500r.p.m.,

2分間遠心後上清を捨て更に沈澱せる細胞をpH7.0滅

菌生理的食塩水で2回洗漉した後5,000～10,000/mm3

の細胞生理的食塩水浮瀞液を作製する．

1）感作モルモット腹腔内惨出細胞浮満液

に感作モルモット血清及びOTを添加した

場合の細胞減少率

細胞浮瀞液1.0mlに他の感作モルモットより

得た血清0.1mlと10倍OTO.1mlを加えると

第8表に見られる如く，対照の生理的食塩水と

OTを加えたものに比し遥かに著明な減少率を

示した．尚対照群（5匹）の中1例に於てのみ

1時間後10％以上の減少率を示した．

2）感作海モルモット腔内渉出細胞に健常

モルモット血清及びOTを添加した場合の

細胞減少率

‘感作モルモット腹腔内惨出細胞浮瀞液1.0ml

－－－

結果は第5表～第7表に示す様に，上記の操作

で凝集素を繰返えし吸収して,OT感作血球凝

集反応が陰転した血清ではL､L・も亦観察され

なくなった．

実験

に健常モルモット血清0.1ml及び10倍OTO.1ml

を加えても第9表に示した如く，対照の生理的

食塩水にOTを加えたたものと著しい差はなく，

何れも1時間後の減少率は10%以下であった．

3）健常モルモット腹腔内惨出細胞に感作

モルモット血清及びOTを添加した場合の

細胞減少率

健常モルモット腹腔内惨出細胞浮瀞液1．0ml

に感作モルモット血清0.1ml及び10倍OT

O､1mlを加えると第10表に示した如く，対照に

比して著しい減少率を示した．

4）健常モルモット腹腔内鯵出細胞に感作

ウサギ血清及びOTを添加した場合の細胞

減少率

健常モルモット腹腔内惨出細胞浮瀞液0.2ml

に人型結核菌H37Rv株死菌流バラで前処置し

(15mg/m1,1ml,皮下注射),R6mer反応陽

性で血中抗体価も充分に上昇したウサギ血清

(R6mer反応，血中抗体価は第11表a,b,

cに示す)0.2ml及び10倍01,0.1mlを加え

て細胞減少率を検した．尚此の際はウサギ血清

を非働化(56｡C,30分加温）した場合としな

い場合に分けて，各々1時間，2時間後の細胞

数を混合直後値と比較した．結果は第12表a,

bに示す如く，モルモット白血球に異種動物で

あるウナギの抗血清とOTを添加しても補体

存在下でL.L・の惹起されることが認められ

た．

総括ならびに考按

Favour等1)~4)によればL.L.にはi6plasmaは全血を用うれば抗血清を56QC,80分,56｡C,

fact虹･”と補体作用が必要であるという．私達3時間加温しても溶解力に影響なく,70.C,
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10分で完全に溶解力の消失を見た事，感作動物

腹腔内惨出細胞浮勝液について行った実験でL、

L.が感作動物血清とOTの添加では惹起された

が健常動物血清とOTの添加では惹起されなか

った事，および健常動物腹腔内惨出細胞浮瀞液

について行った実験でL.L・が非加温抗血清と

OTの添加で惹起されたが,56｡C30分加温抗

血清とOTの添加では惹起されなかった事等

からL、L.には血清内有効因子（血清因子）と

補体が必要なことを確認した．而してこの両者

が存在すれば白血球は感作動物に由来するもの

でも健常動物に由来するものでもよいことが実

証された．しかも抗血清は一定の稀釈で最もよ

く作用するという結果が得られ，一層L.L.が

抗原抗体反応の結果招来されるものであるとの

結

1)L.L.には血清因子と補体の存在が必要

である．

2）抗原(OT),補体，及び血清因子が存

在すれば白血球は健常勤物，感作動物何れに由

来するものでも溶解作用を受ける．而して補体

及び血清因子が白血球と異種動物のものでも

L.L･は惹起される．

3)OTの濃度が一定の際に，最大のL.L.
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第1表抗血清稀釈のL.L・に及ぼす影響

(健常モルモット全血0.2ml十稀釈抗血清0.2ml+10倍OTO.1ml……→1時間判定）
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第2表抗清加温のL、L・に及ぼす影響

(56｡C,30分加温抗血清のL、L.に及ぼす影響）

b)同血清を用いて行ったL、L.の成績

i(血清は4倍稀釈に.して行った）

a)56｡C,30分加温抗血清で行ったOT感

作血球凝集反応

健常モルモット全
血十生理的食塩水
十OT

健常モルモット全
血十感作モルモッ
ト血清十OT ’｜‘‘32蕊

動
物
番
号

25612816214 8

’
混合直後白血球数2750

白血球数|減少率|白血球数|減少率●
●
●
●
●

０
○
○
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
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２
２
２
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第3表抗血清加温のL.L.に及ぼす影響

(56｡C,3時間加温抗血清のL.L.に及ぼす影響）

a)56｡C,3時間加温抗血清で行ったOT

感作血球凝集反応

b)同血清を用いて行ったL.L.の成績‘

（血清は4倍稀釈にして行った）

健常モルモッ）全
血十生理的食塩水
+OT雲、鑿‘

健常モルモット全
血十感作モルモッ
ト血清+OT ’

1
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1
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０
０
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０
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０
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３
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７
９
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’

！
’

’

第4表抗血清加温のL、L.に及ぼす影響

． 1 ‘.

(70｡C,10分加温抗血清の､IJ.;L・に及ぼす影響）

b)同血清を用いて行ったL、L.の成績

（血清は4倍稀釈にして行った）

a)70｡C,10分加温抗血清で行ったOT感

作血球凝集反応

健常モルモット全
血十生理的食塩水
+OT

健常モルモット全
血十感作モルモッ
ト血清十OT ’動

物
番
号
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一ー

第5表抗血清吸収のL,L.に及ぼす影響

a)使用抗血清のOT感作血球凝集反応 b)1回吸収血清で行ったL・L

番号鐙|,卜臺誤
2倍血清稀釈

64 1288 3216

混合直後白血球数4200
動
物
番
号

No.

No.

No.

No.

No.

10倍

’
’ ’生理的食塩水§OT

一一一－２
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２
２
２
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０
１
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１
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０
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０
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０
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０
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６
６
２
９
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５
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０
０
Ｏ
○

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
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第6表抗血清吸収のL､L・に及ぼす影響

b)2回吸収血清で行ったL、L.a)1回吸収後のOT感作血球凝集反応

獄濤※
番号、、

4倍血清稀釈
4倍

一
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０
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Ｎ
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3700

１
２
４
５
６

●
●
●
●
●

Ⅲ
恥
伽
肋
叱

－7．1％-11.9％

－2．4％－8．3％3850

１
１
１
１

十1.2％-33.3％2800

|＋ 1.2％-33.3％2800
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第7表抗血清吸収のL.L.に及ぼす影響

a)2回吸収後のOT感作血球凝集反応b)3回吸収血清で行ったL.L.

磯
一一一一一

No．1

No.2

No.4

No.5

No．6

8倍血清稀釈
8倍

混合直後白血球数2300
動
物
番
号

10倍OT 生理的食塩水
ｒ
ｒ
ｏ
ｒ
並

白血球数|減少率|白血球数|減少率

’ ％
％
％
％
％

２
２
０
５
３

２
２
６
４

十
一
一
十

％
％
％
％
％

３
７
３
７
３

●
●
●
●
●

４
８
４
８
４

－
一
十
一
十

2350

2250

2300

2450

2400

2200

2500

2400

2500

2400

１
２
４
５
６

●
●
●
●
●

０
Ｏ
○
０
０

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

第8表感作モルモット腹腔内惨出細胞と感作モルモット

血清及びOTによるL、L、

血清添加の
有無 ｜腹腔内惨出細胞十生理的食塩水+Or’ 腹腔内鯵出細胞十血清十OT

IM5IM｣IM21N｡』IM41N｡
－

惨出細胞採
集動物番号 |No.』|N･21N｡.31N｡.4

－－

5
一

I

680011900

550011750

-19.1%'－7．9％
545011550

-19.9％-14.7％

50001

35501
混合直後
細胞数

｛篁鴬
1時
間値

｛鱸
2時
間値

I
19001

i;;;|
6800

37001

3850

3600

－6．5％

2800

㈹
’
’
㈹
１
％
ｌ
別
１
％

０
５
０
７
０

５
４
・
３
・

０
５

１

２

－
一

4800

4350

－9．4％

3800

3850

2800

-20.7％

4800

1600

-66.7％ 秘
捌
陥
一

．
２
・
’

０
１
－

２
４
－
一

％
叩
％

９
７
２

●

●

８
３
２
６

－

％
叩
％

６
７
６

．
３
．

５
５
４
４

－１
１
％
叩
％

７
４
８

●
↓
■
■
一
●

６
０
６
７

－ -29.0％

3000

-4M%|-2M% '-27.3％’ ’

第9表感作モルモット腹腔内惨出細胞と健常モルモット

血清及びOTによるL.L.

肯添加q
狂

－

出細胞排
動物番号

合直後
胞謝

圭（細胞封

ｿ猟竺シキコ

細胞数

減少率

腹腔内彦出細胞十血清十OT

１
１
１
ｌ
ｂ
‘
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
１
４
Ｉ
６
〃

腹腔内惨出細胞十生理食塩水+OT

No．6

3900

3900

0％

3000

-23.1％

No．7

4250

4100

－2．3％

2850

-30.5％

No.8

6200

5950

－4．3％

5800

－6．5％

No．9

4250

3950

－7．1％

3700

-12.9％

No.6

3900

3750

－3．8％

3150

-19.2％

No．7

4250

4000

－5．9％

3300

-22.4％

No．8

6200

5800

－6．5％

5600

－9．7％

No．9

4250

4400

＋3.5％

3650

-14.1％
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第10表健常モルモット腹腔内惨出細胞と感作モルモット血

清及びOTによるL.L.

豆奉呈 .V0．0

－

420C語合直後細胞封

0倍C]FTC ]ｲ堂

〕’400(］ﾂ50

1％

85［

J1Ⅱ

4.8％

RR局［

3％

75C

ﾂ.5％

350C

域少卒

細胞数

減少率

J・ｲソリ

310C

]％’－39．3％’－16．7％’－34．5％う.2％

第11表感作ウサギ血清の抗体価及びR6mer反応

a)OT感作血球凝集反応

罰蒻~哩這趣 51211,02“,04814,096'256’48116139641128
｜

’

Ｏ
０
０
ｒ
Ｏ

１
１
１
２
１

０
０
０
１
１

０
０
０
０
０

３
３
３
３
３

３
３
３
３
３

３
３
２
３
３

２
２
２
３
３

１
２
１
２
２

３
４
６
７
８

●
●
‐
●
●
●

０
０
０
Ｏ
Ｏ

Ｎ
側
Ｎ
Ｎ
Ｎ

３
３
３
３
３

３
３
３
３
３ ’

b ) 井 上 菌 凝集反応

c)R6mer反応

言機Ⅲ鴬
No:31－砺P
N､‘’零軒
M6袈轍

48時借

]0倍’’0倍
一一一

局×28130×3C

｣U‘、

註：1）表中の発赤の大きは、m

で表す

2)iは硬結の程度を示す

16×22

i(+++)
19×23

i(+++)

0×16

(十）
7×2C

’

No．

No.

７
－
８ ’

一七凸一一一一一一一一一一一一一

易吻』這壷垂,8 16 128

１
日
■
ｑ
■
■
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

64
１
１
１

32 256 ’512

1

1,02412,04814,0968,192

３
４
６
７
８

●
●
●
●
●

肌
Ⅲ
Ⅲ
伽
恥

３
３
３
３
３

３
３
３
２
３

３
３
３
２
３

３
３
３
１
３

３
３
２
１
３

３
２
１
１
３

３
１
１
１
２

２
０
０
０
１

１
０
０
０
１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
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第12表(a) 健常モルモット腹腔内惨出細胞と感作ウサギ血清

及びOTによるL.L.

｜

i

l’ ’
l
l

No．8ウサギ番号 No．6 No．7No．3 No.4

混合直後
細胞 数’ 3300

添加物|oT|生食水|oT|生食水LoT|生食水|OT|生食水|oT|生食水
一

365012250

+10.6%'-30.0％

3250i,40,
-』5%'-273％

３
．
３
．

９
３

十
十

600

1％

400

3％

数
率
数
率

胞
少
胞
少

細
減
細
減

１
１

3700

＋12.1％

3450

1500

-54.6％

1750

3650

+10.6%

3300

－0％

2350

-28.8％

2050

-37.9％

叩
％
卵
％

７
５
７
０

１
．
１
．

８
７
４
４

3550

＋7.6％

3100

1650

-50.0％

1350

1時
間値

、…｜….､′
十4.5％,-47.0％

2時
間値 ‘豆毫|-鬮,亘毫I■■■■■

第12表(b)健常モルモット腹腔内惨出細胞と感作ウサギ非働

化血清およびOTによるL.L.

’ｳｻギ番号|No.31NC4
I

I

’ ’ No．8No．7No．6

混合 直後
細胞数 ’ 3300

添加物|oT|生食水|OT|生食水ioT|生食水|oT生食水IoT|生食水
’’ ’ 3250

－1．5％

3400

十3.3％

3500

十7.6％

3300

0%

3600

十9.1％

3650

十10.6％

3300

0%

3500

数
率
数
率

胞
少
胞
少

細
減
細
減

１
１

3400

十3.3％

3300

0％

2950

-10.6%

3200

－3．0％

叩
％
別
％

５
１
２
５

３
．
３
．

６
１

十

3750

十13.6％

3500

3100

－6．1％

2900

-12.1％

卵
％
帥
％

２
５
１
１

３
．
３
．

１

６

1時
間値

≠‘宣毫|≠‘壹毫
2時
間値

’

’


